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一 

月 
 

一 

日 

除
夜
の
鐘 

 
 
 
 

年
頭
参
り 

一
一
日 
成
人
の
お
祝
い 

一
四
日 
法
要
準
備 

  

御 

正 
忌 

 

一
五
日 

 

午
前
十
時 

お
講(

下
村
） 

 

午
後
一
時 

日
中
法
要 

一
六
日 

 

午
前
十
時 

お
講 

 
 

（
浦
山･

栃
屋･

熊
野･

大
橋
） 

 

午
後
一
時 

ご
満
座 

  

講
師 

日
置
宗
明
師 

 

（
三
重
・
信
明
寺
住
職
） 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

仏
教
で
は
本
来
「
喪
中
」
と

い
う
考
え
方
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
発
端
は
、
江
戸
幕
府
の

「
服
忌
令
（
ぶ
っ
き
り
ょ
う
）
」
を

元
に
、
明
治
七
年
に
政
府
が
制

定
し
た
「
喪
に
服
す
べ
き
期

間
」
に
あ
り
ま
す
。
昭
和
二
十

二
年
に
は
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
も
そ
の
考
え
方
は
根

強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
近
親

者
が
亡
く
な
っ
た
時
、
悲
し

さ
か
ら
し
ば
ら
く
は
お
祝
い

事
に
参
加
す
る
気
持
ち
に
は

な
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
と

「
喪
中
」
と
い
う
考
え
方
が

融
合
し
て
今
の
慣
習
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

日
本
で
は
古
来
よ
り
死
を

忌
み
嫌
い
、
「
ケ
ガ
レ
」
と
す

る
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
対
し
て
、
仏
教
は
「
ケ
ガ

レ
」
と
い
う
考
え
方
を
持
ち
ま

せ
ん
。
特
に
浄
土
真
宗
に
お
い

て
は
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
を
称

え
、
仏
様
に
生
ま
れ
る
と
思
い

な
さ
い
」
と
い
う
教
え
で
す
。

悲
し
み
を
抱
え
な
が
ら
も
、
有

り
難
い
と
言
っ
て
い
け
る
世
界

を
知
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
は
、

慣
習
を
超
え
て
、
と
て
も
尊
い

こ
と
で
す
。
そ
の
尊
い
教
え
を

元
に
、
素
晴
ら
し
い
慣
習
も
あ

り
ま
す
。
葬
儀
や
お
通
夜
に

「
赤
飯
」
を
炊
き
、
仏
様
に
生

ま
れ
た
喜
び
を
表
現
し
ま
す
。

地
域
に
よ
っ
て
は
唐
辛
子
汁
が

セ
ッ
ト
に
な
り
、
涙
が
出
る
ほ

ど
辛
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
別

れ
の
悲
し
み
を
表
現
し
て

い
る
そ
う
で
す
。 

 

様
々
な
慣
習
や
習
俗
が

あ
り
、
お
寺
も
そ
れ
ら
に

入
り
込
ん
で
い
る
の
で
潔

癖
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
折
に
触
れ
て
、
そ
も

そ
も
の
意
味
を
知
る
こ
と

は
味
わ
い
深
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。 

 

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

ど
う
ぞ
手
を
合
わ
す
ご
縁
を
大

切
に
お
過
ご
し
下
さ
さ
い
。
お

寺
で
は
親
鸞
聖
人
の
祥
月
命
日

に
勤
ま
る
「
御
正
忌
報
恩
講
」

が
一
月
十
五
日
と
十
六
日
に
行

わ
れ
ま
す
。 

  
 
 
 
 

善
巧
寺
住
職 

雪
山 

俊
隆 

 

 

寺 
ごよみ 

慣 習 
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報
恩
講 

 
 

 

十
月
十
九
～
二
十
日 

  
浄
土
真
宗
寺
院
に
と
っ
て

「
要
」
の
法
要
「
報
恩
講
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法

要
が
つ
と
め
ら
れ
な
く
な
っ

た
時
、
お
寺
の
終
焉
を
意
味

す
る
ほ
ど
に
大
事
な
行
事
で

す
が
、
こ
こ
十
数
年
の
間
、

世
代
交
代
が
さ
れ
な
い
ま
ま

参
拝
者
は
減
り
続
け
て
い
ま

す
。
そ
れ
な
り
に
あ
の
手
こ

の
手
を
尽
く
し
て
い
る
つ
も

り
で
す
が
、
が
ん
ば
っ
て
い

る
お
寺
さ
ん
を
垣
間
見
る

と
、
力
不
足
を
痛
感
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
皆
様
の
法
要

を
大
切
に
お
つ
と
め
下
さ

い
。 

第154号  平成27年1月1日 

司会は教化部部長鬼原猛さん 仏婦役員の皆さん 

寺の畑清掃にお力いただきました。 

お
寺
体
験 

 
 

 
 

十
月
二
十
五
日 

  

黒
部
Ｊ
Ｃ
Ｉ
主
催
の
「
徳

高
ま
る
お
寺
体
験
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

内
容
は
、
お
つ
と
め
、
天

井
画
観
覧
、
御
文
章
の
写

経
、
清
掃
奉
仕
と
い
う
流
れ

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
員
の

方
を
中
心
に
三
十
名
ほ
ど
が

集
ま
り
、
ご
門
徒
さ
ん
や
お

知
り
合
い
も
ち
ら
ほ
ら
。
写

経
に
一
時
間
ほ
ど
、
言
葉
を

大
事
に
書
き
写
す
こ
と
を
中

心
に
行
い
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
に
蓮
如
上
人
の
お
言
葉
を

受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
、
興

味
深
い
内
容
で
し
た
。 

発願寺住職川崎順正師 

おけそく作り 完成したおけそくをお供え 
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～ ～ 
～ 

浦
山
報
恩
講 

浦
山
報
恩
講 

下
立
報
恩
講 

三
日
市
報
恩
講 

三
日
市
報
恩
講 

入
善
報
恩
講 

寺 
ごよみ 

寺 
ごよみ 

二 

月 

 

一 

日 

浦
山
お
講 

七 

日 

仏
婦
総
会
＆
新
年
会 

一
一
日 

生
地･

荻
生･ 

 
 

一
三
日 

植
木
報
恩
講 

一
六
日 

下
立
お
講 

一
七
日 

舟
見
報
恩
講 

一
八
日 

一
九
日 

二
三
日 

熊
野･

栃
屋 

二
四
日 

報
恩
講 

  
 

 
 

三 

月 

 

一 

日 

浦
山
お
講 

二 

日 
 

三 

日 
 

五 

日 
 

六 

日 
 

九 

日 

下
立
報
恩
講 

一
一
日 

 
 

 
 

 

一
二
日 

一
三
日 

浦
山
報
恩
講 

一
六
日 

栃
沢
お
講 

一
七
日 

 

一
九
日 

二
一
日 

雪
ん
子
劇
団
公
演 

 
 

     

国
際
会
館
セ
レ
ネ 

二
三
日 

二
五
日 

 

二
七
日 

浦
山
報
恩
講 

― ３ ― 

空
華
忌 

十
一
月
十
五
～
十
六
日 

  
今
年
の
空
華
忌
は
、
行
信

教
校
よ
り
佐
々
木
覚
爾
師
を

お
迎
え
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
ご
門
徒
さ
ん
を
は
じ

め
、
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
高
務
哲
量
先
生
の
お
寺

千
福
寺
様
よ
り
団
体
参
拝

や
高
岡
の
仏
教
を
学
ぶ
会

の
方
々
の
参
加
も
い
た
だ 

教
区
仏
婦
研
修
旅
行 

十
月
二
～
三
日 

  

三
重
県
一
身
田
の
高
田
派

専
修
寺
様
へ
お
参
り
し
ま
し

た
。
前
住
職
隆
弘
が
最
後
の

ご
法
話
を
行
っ
た
思
い
出
深

い
所
で
す
。
善
巧
寺
か
ら
は

四
名
参
加
。
和
子
お
裏
方
様

に
お
目
に
か
か
っ
て
思
い
出

話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。 

 

教
区
仏
婦
東
北
被
災
地
炊

き
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

十
一
月
二
二
～
二
三
日 

  

善
巧
寺
か
ら
四
名
の
参

加
。
二
度
目
の
戸
倉
仮
設
住

宅
で
顔
見
知
り
も
多
く
な
り

豚
汁
と
お
は
ぎ
を
食
べ
て
も

ら
っ
て
嬉
し
い
出
会
い
で
し

た
。 

平成27年1月1日  第154号 

き
、
ご
法
義
あ
ふ
れ
る
法

座
と
な
り
ま
し
た
。 

 

次
年
度
よ
り
、
空
華
忌

の
初
日
を
よ
り
深
く
浄
土

真
宗
の
教
え
を
学
ぶ
場

「
行
信
講
座
」
と
し
て
行

う
予
定
で
す
。
次
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
お
経

の
内
容
を
詳
し
く
知
り
に

な
り
た
い
方
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

福井・千福寺様からの団体参拝 
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年
頭
参
り 

一
月
一
日
午
前
八
時
頃
～ 

 

三
十
五
周
年
を
迎
え
る
雪
ん

子
劇
団
が
幕
を
閉
じ
ま
す
。
劇

団
は
昭
和
五
十
四
年
、
住
職
俊

之
、
坊
守
喜
子
の
時
代
に
、
副

住
職
の
隆
弘
と
妻
玲
子
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
創
設
か

ら
十
年
は
大
躍
進
で
走
り
続

け
、
親
の
会
、
壮
年
会
、
若
婦

人
会
な
ど
の
絶
大
な
協
力
も
あ

り
、
現
住
職
と
副
住
職
が
在
籍

時
に
は
、
旧
浦
山
小
学
校
の
三

分
の
一
ほ
ど
と
な
る
団
員
六
十

名
を
超
え
、
公
演
数
も
年
間
十

数
回
行
っ
て
い
ま
し
た
。
先
代

往
生
後
に
新
た
に
創
設
さ
れ
た

劇
団
シ
ニ
ア
部
の
存
在
も
大
き

い
で
す
。
振
り
返
る
と
た
く
さ

ん
の
芽
が
結
び
花
開
く
姿
を
見

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
な
に

よ
り
も
、
お
寺
が
子
供
た
ち
の

居
場
所
に
な
っ
た
こ
と
が
掛
け

替
え
の
な
い
こ
と
で
す
。 

 

三
十
五
年
に
わ
た
り
支
え
て

下
さ
っ
た
方
々
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

御
正
忌
準
備 

一
月
十
四
日
午
前
八
時
半 

 
 
 

       

仏
婦
総
会
＆
新
年
会 

二
月
七
日
午
前
十
時 

 
 

 

検索 http://www.zengyou.net 

合 
 

 

掌 

善巧寺 
― ４ ― 

御
正
忌 

 
一
月
十
五
日 

午
前
十
時 

お
講 

 
 
 
 
 
 
 

午
後
一
時 

日
中
法
要 

 
 
 

十
六
日 

午
前
十
時 

お
講 

 
 
 
 
 
 
 

午
後
一
時 

ご
満
座
法
要 

 

講
師 

日
置
宗
明
（
三
重
・
信
明
寺
住
職
）

親
鸞
聖
人
の
祥
月
命
日
に
行

わ
れ
る
厳
粛
な
法
要 

行
信

ぎ
ょ
う
し
ん

講
座 

～
浄
土
真
宗
を
深
く
学
ぶ
講
座
～ 

 

善
巧
寺
十
一
世

明

教

院

み
ょ
う
き
ょ
う
い
ん

僧
鎔

そ
う
よ
う

の
流
れ
を
汲
む
学
校

「
行
信
教
校
」
を
母
体
に
、
卒
業
生
を
中
心
と
し
た
研
修

会
「
専
精
会
（
せ
ん
し
ょ
う
か
い
）
」
が
全
国
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
来
年
度
よ
り
、
専
精
会
富
山
支
部
が
開
設
さ

れ
ま
す
。
初
年
度
は
大
遠
忌
法
要
で
も
お
話
い
た
だ
い
た

天
岸
浄
圓
師
を
お
招
き
し
て
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。 

  

平
成
二
十
七
年 

四
月
一
日 

午
後
二
時  

 
 
 
 
 
 
 

十
一
月
四
日 

時
間
未
定 

 
 
  
 
 
  
  

 

講
師
…
天
岸
浄
圓
師
（
行
信
教
校
講
師
） 

 

会
費
…
二
千
円
（
僧
侶
五
千
円
） 

 

主
催
…
専
精
会
富
山
支
部 
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三
十
五
周
年
を
迎
え
た
雪
ん
子
劇
団
が
幕
を
下
ろ

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ご
門
徒
の
皆
様
の
ご
理
解
の
下
、
子
供
達
の
心
を

育
て
、
全
国
各
地
で
公
演
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

善
巧
寺
の
顔
と
も
言
わ
れ
た
雪
ん

子
劇
団
、
名
残
惜
し
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
す
が
、
三
月
二
十
一
日
の
公
演

が
さ
よ
な
ら
公
演
と
な
り
ま
す
。
一

度
も
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
の
な
い
方

も
ど
う
ぞ
最
後
の
公
演
を
見
届
け
て

下
さ
い
。 

雪
ん
子
劇
団
さ
よ
な
ら
公
演 

  
 

日 

時
…
三
月
二
十
一
日
（
土
） 

 
 

 
 

 
 

午
後
一
時
半
～ 

 
 

会 

場
…
宇
奈
月
国
際
会
館
セ
レ
ネ 

 
 

入
場
料
…
五
百
円 


